
2026 事業概要

九州道路メンテナンスセンター
国土交通省九州地方整備局

道路構造物管理実務者研修（橋梁初級Ⅰ）現地実習

災害支援現地調査

道路構造物のメンテナンスを支援しています

道路橋石橋現地調査

直轄診断（樋島大橋）



重要な道路メンテナンスサイクル
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■ 九州の道路構造物を健全に維持するために

九州各県の道路管理者が抱える課題を解決するために「かかりつけ医」のような役割を

期待され設置されました。

安心・安全な道路インフラを次世代へ引き継ぐために技術支援を行っています。

老朽化する道路インフラ

メンテナンス
サイクル

定期的に点検し、損傷状況を把握

計画に基づき効率的に補修・修繕各種点検結果や修繕等の履歴を記録保存

定期点検結果に基づき、知識と技能を
有するものが損傷状況や要因について
所見をまとめ、健全性を診断

点検

措置

診断

記録

地方公共団体でも技術者不足･技術力不足が深刻化

令和４年４月 九州道路メンテナンスセンターを設置

50年以上
1,606橋
40%

50年未満
2,457橋
60%

50年以上
2,210橋
54%

50年未満
1,853橋
46%

50年未満
1,323橋
33%

20年後には約３分の２が
建設後５０年以上を迎える

【現在】

【10年後】

【20年後】

50年以上
2,740橋

67%

10年未満
254橋
6%

40～49年
604橋
15%

50年以上
1,606橋

40%
30～39年
530橋
13%

20～29年
466橋
11%

10～19年
603橋
13%

【現在】の内訳

【経過年数別の橋梁割合と建設後50年以上の橋梁数】

出典：九州地方整備局 橋梁個別施設計画（令和7年1月）［国土交通省 九州地方整備局］

高度経済成長期に集中的に建設された道路構造物の老朽化が急速に進んでいます。

効果的かつ効率的な道路メンテナンスサイクルの確立が必要です。

橋梁
橋梁



道路附属物数：887箇所
（大型カルバート、シェッド、

横断歩道橋、門型標識等）
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橋梁数：4,655橋 トンネル数：180箇所

九州地方整備局が管理する道路構造物

橋梁点検研修(地方公共団体管理橋梁) 道路メンテナンス会議

道路橋石橋維持管理検討委員会

基準策定や研究、データ分析

出典：九州地方整備局
個別施設計画（橋梁・トンネル・道路附属物）（令和7年1月）［国土交通省 九州地方整備局］

研修・講習会の開催
（橋梁・トンネル）

道路メンテナンス会議への参画

技術相談対応支援
（橋梁･トンネル等）

「出張！なんでも相談会」の開催

橋梁診断

橋梁対策区分判定会議への参画

九州管内の道路構造物
（国管理）の事業執行管理

各種データ分析

メンテナンスサイクルの
改善策の検討

技術図書の策定への参画

基準類の運用に関する課題調査

地方公共団体への支援策の検討

直轄診断の実施・修繕代行事業
の技術的支援

道路橋石橋の現地調査 デジタル計測による解析

道路橋石橋の現地計測道路橋石橋の現地計測

技術相談対応及び支援

地方公共団体等が抱える課題に対して技術支援

九州道路メンテナンスセンターの主な業務

点検技術支援

九州管内の道路構造物（国管理）のマネジメント

修繕代行：樋島大橋（熊本県 上天草市）直轄診断：樋島大橋（熊本県 上天草市）出張！なんでも相談会
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道路構造物管理実務者研修
（橋梁初級Ⅱ）

道路構造物管理実務者研修
（トンネル初級）

現地実習 橋梁メンテナンスVRモデル橋梁実モデル

班別討議 道路トンネル点検VRモデル

橋梁点検要領改訂 現地講習

道路橋等の定期点検に最低限必要な知識と技能を習得できます。

道路橋に関する点検の知識、並びに補修・

補強の工法選定の判断に必要な基本的知識

を習得できます。

道路トンネルに関する点検・診断の知識、

並びに補修・補強の基礎的知識を習得でき

ます。

道路橋定期点検要領等に関する講習会を通じて技術力向上の支援をしています。

道路橋定期点検要領改定に伴う現地講習会 道路橋定期点検要領改定に伴う講習会

研修講師

道路メンテナンス技術講習会

【本研修（橋梁初級Ⅰ）を修了し、達成度試験に合格した際のメリット】

「道路橋点検士補」検定試験の受験要件の２つのうちの１つである
「道路橋点検士技術研修講習会」受講が免除されます。

■ 地方公共団体等への技術支援

※もう１つの受験要件である「実務経験又は資格」は必要

地方公共団体からの要請に応じて各地で講習会開催

道路構造物管理実務者研修（橋梁初級Ⅰ）
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石造アーチ橋：久保橋（臼杵市） 石桁橋：中の橋（佐賀市）

策定に向けた石橋調査

道路橋石橋の定期点検に関する
参考資料［石造アーチ橋］

道路橋石橋の損傷事例集
［石造アーチ橋・石桁橋］

個別相談会

症例検討会

難易度が高い相談には個別相談会も開催

九州道路メンテナンスセンターテックシニアーズ

課題を抱える
橋梁の症例

難しい
悩みや課題

助言

連携

九州道路
メンテナンスセンター

テックシニアーズ地方公共団体職員

相談

道路橋石橋の定期点検に関する参考資料

［石造アーチ橋］

令和8年3月

道路橋石橋維持管理検討委員会

道路橋石橋の損傷事例集

［石造アーチ橋・石桁橋］

令和8年3月

道路橋石橋維持管理検討委員会

要因排除も
考える必要が
あるのでは？

損傷要因について
調査が必要では？

周辺の交通や
環境への配慮が
必要では？

道路メンテナンス会議（技術検討部会）

基準類の策定・研究支援

※

※

県市町村が抱える課題にアドバイス（症例検討会）

地方公共団体のニーズに応え、道路橋石橋の技術図書を策定

※テックシニアーズ：現役を引退した学産官の土木技術集団

国交省職員
地方公共団体職員

？

石橋の地域別
分布割合［全国］
［N=2376橋］

石橋アーチ橋 所在地別の
割合［九州］
［N=687橋］

石造アーチ橋
(687橋)

55%

石桁橋
(563橋)
45%

石橋の構造形式別の
割合［九州］
［N=1250橋］

石橋の維持管理に
関する技術図書の策定
が求められています全

国
の
半
数
以
上

出典：九州地方整備局調べ（令和２年度末時点）（公益自主事業 九州技報 第70号 2022.03）
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技術相談技術相談

技術相談をするには？
１.メール（緊急時は電話）で相談受付

２.相談内容の確認・打ち合わせ

３.技術的助言・情報提供

必要事項
■自治体名、所属部署、名前、住所、電話番号
■メールアドレス、問い合わせ内容

※必要に応じて現地調査・
打ち合わせ実施いたします

令和6年11月 長崎県長崎市

令和5年3月 佐賀県 鹿島市

令和7年8月 長崎県 佐世保市

令和6年2月 鹿児島県 南さつま市

どのような悩み？これまでの相談実績は？

これまで173件の
技術相談に対応！

令和5年11月 福岡県 北九州市

出張！なんでも相談会

対象：地方公共団体などの道路管理者

その他1%
施工
6%

計画
15%

点検・診断
35%

設計・積算
43%

道路管理者の悩みをワンストップで解決へ

九州の県市町村どこでも出張して相談会を開催

技術相談に係る地方公共団体の費用負担は不要



6

九州では３件の直轄診断を実施

①呼子大橋（佐賀県 唐津市）：制振ワイヤーの損傷等

③樋島大橋（熊本県 上天草市）：主ケーブルの腐食・破断等

②天大橋（鹿児島県 薩摩川内市）：橋のつなぎ目の沈下等

措置直轄診断実施箇所
実施
年度

修繕代行事業三島大橋（福島県三島町）

H26年度
修繕代行事業大渡ダム大橋（高知県仁淀川町）

大規模修繕・

更新補助事業
大前橋（群馬県嬬恋村）

修繕代行事業
沼尾シェッド

（福島県南会津郡下郷町）

H27年度
修繕代行事業猿飼橋（奈良県吉野郡十津川村）

修繕代行事業呼子大橋（佐賀県唐津市呼子町）

修繕代行事業万石橋（秋田県湯沢市）
H28年度

修繕代行事業御鉾橋（群馬県神流町）

修繕代行事業音沢橋（富山県黒部市）
H29年度

修繕代行事業乙姫大橋（岐阜県中津川市）

修繕代行事業仁方隧道（広島県呉市）
H30年度

修繕代行事業天大橋（鹿児島県薩摩川内市）

修繕代行事業秩父橋（埼玉県秩父市）
R1年度

修繕代行事業古川橋（静岡県吉田町）

修繕代行事業白老橋（北海道白老町）R2年度

修繕代行事業舞鶴橋（奈良県奈良市）
R2～3

年度

修繕代行事業伊達崎橋（福島県伊達郡桑折町）R4年度

修繕代行事業樋島大橋（熊本県上天草市）R6年度

出典：国土交通省社会資本の老朽化対策情報ポータルサイトを基に加工

【直轄診断実施箇所とその後の対応】

地方公共団体からの要請により

緊急的な対応が必要かつ高度な技

術力を要する施設について、地方

整備局、国土技術政策総合研究所、

土木研究所の職員等で構成する

「道路メンテナンス技術集団」に

よる直轄診断を実施しています。

診断の結果、診断内容や地域の

実情に応じ、修繕代行事業、道路

メンテナンス事業補助等を実施して

います。

【全体の流れ】

直轄診断・修繕代行

点検・診断
現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の

選定

直轄診断
実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

修繕代行事業、
道路メンテナンス事業補助等

診断内容、地域の実情等に応じ、

報告 推薦

〈道路メンテナンス会議〉 〈国〉〈地方公共団体〉

報告

出典：国土交通省 社会資本の老朽化対策情報ポータルサイトを基に作成

九州道路メンテナンスセンター
の関与・支援

「道路メンテナンス技術集団」の一員として技術支援



技術相談ＨＰは
こちらから

国土交通省九州地方整備局 九州道路メンテナンスセンター
〒812-0013 福岡県 福岡市 博多区 博多駅東２丁目１１番１号 福岡合同庁舎 本館８階

（R8.7)

https://www.qsr.mlit.go.jp/rd_mainte/

検索九州道路MC

qsr-kyushudoro@ki.mlit.go.jp

■道路管理者からの技術相談対応

■道路構造物保全に関わる業務

■研修・講習会

※九州地方整備局道路部・道路管理課 （道路保全企画係）併任

セ ン タ ー 長

■九州管内の道路構造物（国管理）の事業執行管理

総 務 課

道 路 保 全 企 画 官※

建 設 専 門 官

技 術 第 一 課（橋梁）

技術第二課（橋梁以外）※

T E L

HPアドレス

F A X

住 所

E メ ー ル

092-409-1508（代表）

ア ク セ ス

組 織 図

直轄国道事務所 ･ 地方公共団体

九州道路メンテナンスセンター

国土技術政策総合研究所

土木研究所
学識経験者

インフラメンテナンス国民会議
九州フォーラム「テックシニアーズ」

支援要請 技術支援

連携連携連携

難易度の高い相談にも対応可能

（九州地方整備局本局）

■ 支援体制

092-482-5727


